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　横山松三郎らによる写真油絵は、写真と絵画、そして職人的な手業がひとつとなった技法である。先ず鶏卵紙写真を薄く
画像が透けて見える状態にまで削りガラス上に貼る（写真左）、その後に鶏卵紙の画像上に直接油絵具で色を付ける（写真
右）。この上にもう１枚薄く削った同じ鶏卵紙写真を重ねる、或いはガラスから剥がして別の台紙に貼るなどして鑑賞した。
従来、鶏卵紙の裏から彩色したと伝えられていたが、実際には様々なバリエーションがあるようだ。今後、この幻の写真技
法による写真油絵の制作を各分野の専門家と一緒に取り組みたいと考えている。� （谷　昭佳）

制作途中の写真油絵２点 （高田屋嘉兵衛資料「横山松三郎関係資料」、高田菜々所蔵)




